
宣教地召命促進の日･献金    １２月の第１日曜日 （２０２４年は１２月１日） 

キリストを知らない人に救いの福音を伝えることは、キリスト者一人ひとりに課せられた使命 

であり、神からの呼びかけにこたえること（召命）です。それゆえ、宣教地である日本において、 

すべての信徒がその使命を果たせるよう、また宣教に従事する司祭・修道者がよりいっそう  

増えるよう祈ることは、とても大切なことです。 

この日、わたしたちは、世界中の宣教地における召命促進のために祈り、犠牲をささげます。 

当日の献金はローマ教皇庁に集められ、全世界の宣教地の司祭養成のための援助金として 

おくられます。   

（カトリック教会・情報ハンドブックより） 


